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• シュバルツバルトの美しい小さな町で
父親と二人で暮らす少年ハンス・ギー
ベンラートは地元ではとびぬけた秀才
だった．高い自尊心と，父親や周囲の
人々の大きな期待を背負って，子供ら
しい遊びを我慢して勉強をさせられ，
神学校を受験し合格する．しかしそこ
での厳格に抑圧された教育と生活の中
で，次第に勉学への熱意を失い，心を
すり減らしていく．

• ヘッセの自伝的小説であるが，最後に
悲劇的な死を迎えるところは事実と異
なっている．母親の愛情に支えられた
点がヘッセとギーベンラートの大きな
違いである．



Disclaimer
• 私はおそらく最も研究にお金がかからない分野（哲学）の人間
であり，他の分野の方とは競争の激しさも，科研費に対する姿
勢・態度も，そもそも違うと思われます．

• 科研費に限らず，すべての競争的資金に関して，私は大した経
験・実績があるわけではありません．

• 採択された申請も単なるビギナーズラックかもしれず，自分と
しては人に教えるようなノウハウはありません．

• 本発表において，申請書の書き方について人にアドバイスを与
えようというつもりはありません．単に参考になるかもしれな
い正負のサンプルを提示するだけです．



といいつつ，一つだけアドバイス

•Wordではなく「科研費LaTeX」を使うと，申請書作成のスト
レスが激減します．

• 「科研費LaTeX」は阪大の山中卓先生が提供してくださってい
る科研費のフォーマットに合わせたLaTeXパッケージ．

• LaTeXは組版のためのオープンソースソフトウェアで，数式な
どが美しく出力できるので数学者や物理学者では使う人が多い
です．

• 導入のハードルは少し高いけど，科研費のためだけにでも使う
価値があると思います．



代表者として応募したプロジェクト

• 採択：科研費基盤B，「科学に基づいた道徳概念のアップデー
ト」（2016年4月-2019年3月）

• 不採択：科研費挑戦的研究（萌芽），「情報倫理と結びついた
情報コミュニケーションの哲学」（2017年度応募）

• 結果待ち：JST/RISTEX「人と情報のエコシステム」研究開発
領域，「草の根リテラシー」（2018年応募）



採択された申請



科学に基づいた道徳概念のアップデート













採択されなかった申請



情報倫理と結びついた情報コミュニケーションの哲学







分担者・協力者になっている
プロジェクト



• 工学的関心に則したロボット倫理学の構築｣ （科研費基盤C，
H25-27，本田康二郎）

• 古文書のウェブを目指して（科研費基盤B，H27-29，林晋）

• シンギュラリティと人類の生存に関する総合的研究(科研費基
盤B，H28-31，戸田山和久)

• 「人生の意味」に関する分析実存主義的研究と応用倫理学への
実装(科研費基盤B，H28-30，蔵田伸雄)

• 多様な価値への気づきを支援するシステムとその研究体制の構
築（JST/RISTEX「人と情報のエコシステム」研究開発領域，
H28-31，江間有沙）



• アクターネットワーク理論による構築的テクノロジーアセスメ
ントの自動走行車への適用(H28-30，科研費挑戦的萌芽，杉原
桂太)

• 日本型「ロボット共生社会の倫理」のトランスディシプリナ
リーな探求と国際発信(科研費基盤B，H28-31，神崎宣次)

• インターネット研究倫理の構築ー倫理問題の考察と倫理ガイド
ラインの提案（科研費基盤B，H30-32，大谷卓史）

• 日本の科学技術哲学の総合研究と国際化（科研費基盤B，H30-
32，直江清隆）



競争的資金に対する
私のスタンス（余談）



当たるも科研費，当たらぬも科研費

• 運の要素が大きい．

• 科研費が取れたから良い研究というわけではない．

• 取れなかったから悪い研究というわけでもない．

• 必然的に取れる人と取れない人がでてくる．

• 取れなくても生きていけるようにしておくことも大事．



https://forbesjapan.com/articles/detail/22166?n=1&e=20593



https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/27_kdata/data/1-1/1-1_h29.pdf



http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/kokuritu/gijiroku/__icsFiles/afieldfile/2017/03/02/1382801_13.pdf



「選択と集中」の誤謬

• 科学者とは、より確実な知識を得るために莫大なコストをかけ
て探究と正当化を行うものであり、そのコストは得られた知識
の有用性と再利用可能性によってペイされる。科学者は再利用
可能な知識を社会に供給する対価として報酬（お金だったり尊
敬だったり）を受け取る。

• 一方でどのような知識が有用であるかは事前に判断できるもの
ではないので、研究の分野・方向をはじめから限定するのは望
ましくない。科学的探究というのは蟻の探餌行動のようなもの
である。餌を見つけた蟻だけがえらいのではない。



https://qz.com/1095294/2017-nobel-laureate-jeffrey-hall-left-
science-because-he-ran-out-of-funding/

2017年にノーベル医学賞を受賞したジェフ
リー・ホールは研究資金がなくなったのと，アカ
デミアの風潮に嫌気がさしたために科学の世界か
ら身を引いた．



個人的処世術

• 申請書は自分の研究を見つめなおす機会ととらえる．
• 落ちても全くの無駄じゃない．

• 本当にやりたいことを構想する．

• 代表者じゃなくてもいい．
• 協働研究を持ちかけられたら可能な限り引き受ける．

• 自分からも積極的に人を誘う．

• お金がなくてもその時できることを楽しくやる．



「疲れ切ってしまわないようにすることだね。
そうでないと、車輪の下じきになるからね」

ヘルマン・ヘッセ『車輪の下』，高橋健二訳，新潮文庫，144-5．


